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十日の71<還は従来の平対で|ま約 12 t でき~I(j= ~ 2.5t そあっ疋の~，あ:3.1ll .余年lよ十日iとは:1.，5t 1と下降
してみた。故|ご既報の如く鱈の初漁闘のJ.l'G!苦IJi1 1. 5 'e;吃あるとすると木軍|言4ト日仁川最!Fマ透過J'1)ずっ
と障のてし言ったわけ"'(C]右手の i1. 5eゴi引~同二十日開マあっ医 ).木苧の不漁の鰍民社ζi批の点在男
の加す事|才忠来なレ1隷マあ:50 ‘ 
以上の+一月中の710$OJ下竪!二連関して興時あ3事者Ij~受注のプラン7 トン e. 十月以後!とプランク
トン iζlヰ然帯i生のものβT誌に開左京.;;)のか例年の事(S~のlご京~Iま十日中ë理主帯肢のものの出現方f~ l) . 
突の俊iが白と現rj~1)Jsi.IJt:" .真o)辺!ともフ|慣f'俸の膨警がはっさリと涜iMLb河。
( 1 )フ{て 手島
今回即ち r0月13豆 12日の層別結緊iま第 1eその運リτあ3。 木苧の|月乃主ぎ只(0.:11[溜lご就てr~
ささIc#菰で報告した加、之!と今回の観波崎j累d':lJITへてW;1fの米趨の経過;tみ3と第2.茨第1訂!と示す運り
て平:!f:1亡兆較して本~の抗jjJJrí~;æj芝示し jきの116 J.17月及10月巧至 12月で符|τ10月以後にEて比
の現象鯖じかっ疋。 罰P!57随時回の!日月万豆 i何時|ご憾であったのであム ここeIO.s 
M設の信湿|乙部て突iζく却し〈みると第3羽第2図の遇りであふ 即ちOoro2~問宝昭和 21!!手の卒灼




JJ"I.木幸の讃も1~混であっ吃 12月上旬韮昨年の問。顎月!と叱較じて木~rj実に 3tJ氷上の倍混在示・してゐ 3 。








あげら;tLJ. なんとな~1Iず苧2まのdむの時間!とl守喬蒜湾!と熱帯陸のプランフトン/)''(，出現す 3 のを常とす lJ lrt
ホ:~!ま 3 月lζすご し く乙を手喜男したのJn. .:)寒の後1子ちと之が出現してd"迂かっItからであ3. ~こに lit
12月中の汽i置か意しくf堅かった2とであ3. 青森汚は腕矧ζ澗氷の標定住艇策以てvb、ら気遣の
高官1l大い!ご木溜!と童三響す冨 φ 能。て 12Flの奮しい罰渇のf民下は青森湾の水温さきしく@下させi-rあ
らうと考へ63tL30 、 白














湾の初鴻絹の7!<趨1既幸容(青森湾海洋生物持鞍4G) の接|亡灼 I I..5ocT苧葦τあオU~1 2.日中気込倒唱をあ3
1¥、木主!才1月下旬頃lと鹿児出現じてゐ疋。 之さ零す~Iと木年の賦酬|定期ヨの水1mJI早く 1tら怪下し克
ため水溶からみて初漁縄河期其I'L韓ι つ 15日以工も早く ~IJ宋ほこどにな3 。
決IC湾ロボ誌であ~ Ì)t. 湾口の米温1<1: 1 1 日 228 の観測(東北大学脊寂水産実駿所〕τ1"&大J，~.尼崎の
中間忠実 cst.13)笈(.tとjLJ:' 1)縞大t!汚努 CSt.I4.)の水温1夫マ14.8 .C. 14-. 4-.c であった. その後
12月|匂白!と武士i白沖く 5活.2 ‘ @Uト海と講さtv~ )""fl古11.O"'C (3071， ) iJt.叉向日内海ど潟さ汎:3)1;鰻
FiPEstj 〉烹lす7ト糾リ 2， 5 0C惜し)8.0 0C く 40m) 1J~艶lひって制品定。 I 1只22自の14-.8
t: 1d'11~248 Il走笹活劇呪部.m14.2文芸示してい疋亭突からみて淘岐中央部の滞位向じも りー初 ã~全
:J.)?f.号へ5乱、 12目 IqE:の武士冶沖防協<tm-r医脹のものと推定割L~. 湾口の肪切符藍rt~愉Ië::帯確で
J1351Jく、之を問!と時間協マ峨刻む佐野:"9".1;t、と!と》く府1'1.附と稿され献と外遊













"t.&んτぃ足ごとIZ:f ;;1 と，思l手i~ j 。
， ( ;; )露呈 素
今iOlu溺索の翻開票iす第i許の逼IJ背開度!穂高86.5%(12r:ln日.2011 '1 廿 1;最f~8B.2 メ
( ; 1 f-i2SB. 30m)の間にあふ ホヨ乏の商議;勧告甥荏罫Uての霧高|守10.6ro ( 1丹24日， 071l.)掃、f5
i~ 了 2. fj"/" C 1月2ea.30勿l)であ!]、 ヌ88沼6竿万豆8o初昨年の此の期間正当E開閉d)首?和度iネ1!5.1% 
万妄73.4-10マあっI'E.かち今白の偶者衰の最高景径の差|すJt毅ちいさし'. i.知E酸素霊堂ai悶Ilみ3と今宮1(1:
前回とIt9旬、 1 1 ヲ 98艮 12月 g 自の様な揚告知弘ら:fvて荏 1) 、 Bf.l力~[~青函ヒ底雇とのオ〈の交流の5T1J: JLて
ゐE ことみ知J与 :;!~~ ， 




てらく乙1桓拘性アフフトンの吉川会!と射初性プラシフト ン加量的!とすくtr'v-.;'己と I~ aつT生ず3舎のtあち
つ。
. 言号寂湾のP 円在全直的l亡み3とぎわのて震し~illのF売のた時には窟窟のÞH:îIl上底より偉い露合鳥観測
さ才L3. 箆!と木白書~~j玄ぺた;;P;2!: 8Fi 78~168jJ?之~あにこ の現象nì;õ1:l~B'F l きわわて普通にみら::.tLJ
の羽3折、水産41?かねて鼠!とよ;"5めiての接蜘抗告嘉照i才むしろあb_;b;fl_Jh ¥ d)hr蹴マ針。








( 5 )木まの鱈漁fzbτ 、ItZ
木幸め語源翻の湾内ìK溜Id~~に比へて蛮しベ宮温であり、ス湾口のポ岩iζ何不謹綾部']!rあ1) 、 平





と昇乃、 前年湾内の渇接高のヰ場}~上主占め3肢の沢rl木草rt&く コi'ï駅あ 1) 、 土雇方面も苅1丈宇奈であ
， 味。.ttの期間兆蜘9織のあったのは期、月1;やと湾ロマ1上践卒棺方面2、ら出漁しでゐ誠士治
j中の所謂外海と時rt:;tLQ~)9.i'-C_;あ 'J，、 9~~そも特rr湾のW5きの最渡部I Z::比較的多がつfz:. の壱あ ~ . との
事写実から推察しで本.B!='の湾問IC:人った鱈1d:(9IJ年.e:l(f回認のコース差異Il.し湾口実現拐さ暴直rz:湾丙ID);安部





11・γL象台湾洋諜 )1ζ事 J1Jま1 1 月γ官11<:於1:t3~tJ鳥海j買の日本海への流λl草前旬It51読さ弱勢宅あ lj 、 12F1
士句!と入リ白木酒の北部良中部花東沈奈のポの前1てか顕著になってbJL 叉局部閉j[f立12用5...6臼の
J!:1ò写-1!f京商の夜白水温|芯 14-.5~í~.Otを乎写J.:]耕11く、叉t1月248夜12月5日の.湾軽海峡申安部の7.K






り放其の ! 部|とすぎなかの伝と会ふことかオ埠のこの寄な不漁と迂っτあらわiLJlDτあ 1うらと湾へ ~jL'
ム 水湿の不透た議院 1黄として?トI[比較岳9j最Jßあっ7Zit拘らず之|と持註 ~Jを内海治会〈不漁であっE ご
と1ぎ鯖71f水温の語表2: 1~..j墜し疋と主ふ字予言の喪f寸It '1と:J:る~あらうの . 
( 6 ) フ。 ランク ト ン
(第一頂) 前回との関係
ず、 プヲンつトン!(f.前回。ë1lぢtc月十九開立での搬船内1事例年出毘のþ.~静15:のもの 11未It充拍需l在米
l-て01;):'，;主将ー子、F1i1.;各1-，. .;5~'れ郊j害 ~C・:(ìit'-;: もJ 引さ。‘ r~， 手 I~棋の按今日苦1>研-突して寛3と比
の期佃d:9ðとご安認さ~L"f 、・寸-F1J5妄十三向 iT競lïf:iLÌê熟考!3>!1，o1;， 'h の lす芯'むて怒吋ミおもので 安際として
は摂帯|生のものは九F1下旬まT¥と持d)t[:.)毘ι干さでみ厄球)J結果正示1，J2， 己主~J~~';連IJ);ポ嘉γ聞こ逮閉
じ T湾べ 3ぺぎ事~lTあるJit、比(J.i71(5~1)下降は湾内としてI~ 荒沼~下かりも尽~らA:，~ 苧7あ'li J~ 、プラ
コフ ft ンから司へ3ヒj寝iと流;lす;，) S械の鰭乃の弱かつ圧援もわτあらう軌.~\ S~lì者。 むかし荒川ぅ
陪流1ftJl(~ l r隈々て弱虫、ったヒ 1:1:湾へ弘札J;i>'J\叡湾911[於ても日委流/J'r弱かfえも ι で のま I'i 臼本~i乙於
lす3持鳥海流0)弱足、。疋iごぶ3ものマあらウと推察さ札否。
〔第二頂) プヲシグ ト止の審 • 
プヲシフトンの量1ま次校のま口<rぞ、十一月九臼までは司rJj~ 1) 多く、特!と十一手IJL巴lて I~堂直級蕪lët
!8.5u.C It遣し、来年d演多量差示し売。 此の時の丈部分差己むZもの!立、徒薄績の CJtlωあ。ω









す-F\・九日副知'Ct J"ラレフトン動'ð1P壷~， .%'ほの大認識，tl陸霧頻.掛τ乙挽時必的04 膚マあJフ払
• 




のでぞあ~m. !ltの額向!ま片品目!7:'lJ) ても同様守、鞠抑注アラ〉ク .k/I~雪印'll苦たゆく、去年の今湧
可尽1)多くこt混じた， ゐ'u?悶/bn必 'J Cl，イご以'd.ocr2lo'n.a6， 0必Iifm，α 其の~(l概類研!fl捲む〈
) }'{fな¥/)も 種類の上から云ノスても昨年度iま.寸'19(こ、白手"!JcciOz/l必 Jtf?-U)ll，必倒ω;C.〆り!..6.パaJ
T.寸一角iとは，('.1!t似 庇-O:I!O.叫 o許ぬぬ(.6十二月J[阿)A助必凶手f-dwc/:tl，九IUl()必M凶
ααde6.:a必 苦手か兜 ら ~1.吃奪lJ.イヨ:j'Lも蹟7売さ íirt-す3 もの ーぞあった tri ， *字lま十月、十一J~ (j)暖認期!とlit
箔~媛斑担穂J瀕』鳴ら~Lすも、!モ吃1霊ll.-;-二日二 -t t日の持票lζ &d!似品#向fぷ 亦掻めて持1:'~楚受さ ‘
オLJZ:のdナで・3うつ定。 ホ雄!ま明か([言宗;-4{J貯のもので‘摂も蔑恨に昨今日J1告書わTの出現• .tr:の?腎街。上から
~~常!と砂らし く怒じ足。 去年の十二月二十一日純明日 μJ悼助 法発見さ.1l.tlJr'tj)併ぞあつだ高め
!と何:])稜頻であ Z のか芋明であっ疋折、今回九苧a~議男き)~て間ヒ乞隼の &.J.dlaf'.Ía わ恋らく Eムt -
μa ‘であったううと括察さ tL~ o 
冬此ð)(~の薮tW.Þ陛プラー勺ト、，としで!志向手詩句さtL~;性向類::pの膿荒位。もむ、 i勿例宇初列'1いρへ、iぽZワ匁!OIZム立勾b主実
の引i白帥可寺努差明胃R‘f古吋坑抑主舟恥E札しい山、。 吃悦芝梢和守詰蝶ま筑罰，佐出Eむ叫もdの恥そ し日て . ρ仰収ゐ伽~c/1_似Ulω4杭札屯ι• 11.ん仔小匂T匂，4匂仰fI~
俸か訓l区z脅男1守?汁才札L疋のみ.で号刊藷あ、りたd 1;ヒの1奇書。う大門，r:d:!.alLi.ca 1苫務連JJ\さ 11斡群を鏑為1:都議して~~




〔第四頂j 植~ヲ柱 J'5シクトン -
塘初tt'7Qランヨトンでr<t佳鱗開国i手今回肘一円九日ぎで顕~f暢で足摂と LT!才相の十
日十五日すではωωwωo'o ci.Þ~11J jf':iþをましてみ I三求、まさ<Di精しし、表f臼示し十 -r~九日にl喜
-:;1， r.ω.t;("j必・;<1'7，品ど;南与乏し:乙に市/)て C主..J，r.J，坊 χvl'.rJ.l.6・(=c!乙リ dta地 I!UJ.) tl罫慢位左京む
た。 之!吉宮:)V'¥苧宅住宗本在京商宥J護でlltdl捕てすミ輩出現した事icl:9oど12，"¥'2ヒ下あった。 .J:<.':jをiミ初I(!.、

























{2 !い吋3E詑f怠忠zZさ2J;忠?i:計?T2E:一:コ主i告依士kく〈川 ) 1ロ2仁弓可邸削刷町T五阿阿同一予刊同同手同同 買鳥匂Jバi明ζ
Jf3主ゐE認;Ffヲ汽三三=言22.r:ζ;ιぷJぶ: 3古2;;2お石品;ご?勺τ、併のたの問~Iと比較して偶蹄の




(9 J !之上 I~字実Id京~jf己本j面差北上すd 封子踏ぺ))[ljJ J)苛亦 r: ._1:三 7、i
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~r一一コー十一一ー 一一一一一一一ーで一一一一一一 一一一一一←一一 「
頴14J一一翼 一一一斗一一lて正一一一一-4
l付 J 1.!L " .，.~手矢ぢジさジ ~己字長国守ちV主υ 1 
I '1 ，1"9 I P H I pH ! 
刊'21 /6 i 湖親 戦 ， I5腕撚章艮
司rヨリ 1• i 
えI/8.;; . i 1肘
パ此加IT押w- i di.adJvl凡ιL
I! Cti，引がα'tud '. 1. CfIω:ti7αな(!-o • i 
刈 P;3.叫勾MA- ipoべα叫 ω1ωyρ4ι以供|
i ， icdt仰 ωy岱i.;cAen久 l
13 C(.;_的亡JLb似 ，u).....… !ιamco.su似，v.j!?i!同町ムー i
i . ;e(jl'_:Yωr qfd町ム仏 AP-i
Ai ，A山 dM41J必L必 ;
'l GC札 /i&t:ω lωAια.tV./.J 







c{.e~必叫 ;dLadbmcL l 














15' 5 2. 
d~~鞠，!:lú?}j奇究に杭ては悌一回の観到抑白和二十二ヰ三月五日l己，第二回担問写八月二十手日!ヴ潟
水，葵の務軍 130 プ弓ンワトン同似て控て特~C4司;D車。ぉ吾もので守第二回の結耳障近く殺~;t， L~初句に幸，吾T
定時苔初旬其u?i正統三@lの部Ild':J百1t<.十月十八日にf子制tたゆ主計!C其削古果を報告する。
第一回o周期1"三円五日ノ〉諾;)(τiこ湖水グヲおヲ点，山中却で灯;叫し ~t 今防本現JJI品分14若しい成
暑があリ(表面ο'06，22門 5 ・ 3可外0:')・昔空軍!こ賓て !ð!~.!こ長罰君事てあり、水辺に♂てほtiLい傾
~"宜主声IWÆ'( 表面0・マ 3" C. 22ド18・'B5"C)のあ吾事君子発見吉本た.
際二回沼郡'M向肌月二十六日小河東部'jt:基~(相対，中央部山中5料情郡山ト1P
U部~( 11&ケ崎沖〕凶 =J也京t:~Tt} ，其"，活家表面Jワ混菜室1主;:lt6~O・ 22%0 ， 中央部0-1 :?i%、弔都




-méì. 右主 L ，ブ弓ンクトン.Ci、ら貝ても本苅d桝表的巧;rt木請であ吾事ð"i."わめウtt~
a'モ酸素関車!主的回ヴZS里に.J:'"'と，小苅原68でも申央'"長支点でl草WJ苦手。湧石顕著で奉llff9G%;
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~，-(21化学的飯仔 徳井荷1 (芭 j
1 (3lプランつ hン 川久保清治 j
• .'iIT .~聖哲三郎 1
Lω 警~ 豆一 jJ1 久保済泡 j
f田和二→ L主十三岡三十巴 'P'A-:i'1
， 86 i J二寸こま寸二同三寸ー臼発行 j
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